
 

鶏糞、豚糞の化学肥料代替検討試験（ばれいしょ） 

富士見工業㈱ 

1．目的 

ばれいしょにおける鶏糞、豚糞の化学肥料代替効果の情報を得る。 

 

2．実施場所 

帯広市川西町 帯広市農業技術センターほ場 

 

3．品種 

  メークイン 

 

4．供試資材 

醗酵鶏糞ペレット 3号 

フジミペレットン（豚糞） 

 

5．土壌分析結果 

  

  

 

6．栽培法 

土壌区分 土性 前作 栽植密度 1区面積 

沖積土 壌土 スイートコーン 
72㎝×30㎝ 

4,630株/10a 
0.72m×19ｍ 

 

施肥月日 植付月日 堀取調査 病害虫防除 

4月 14日 4月 24日 8月 30日 4回 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＣ 全窒素 硝酸態窒素 有効態リン酸 交換性カリウム 交換性マグネシウム 交換性カルシウム

ｍＳ/ｃｍ % mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g mg/100g

5.8 0.03 0.8 0.3 66.7 7.8 14.7 136.3

ｐＨ

CEC リン酸吸収係数 腐植

meq/100g %

21 903 6.4
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7．試験内容 

（1）処理区分 

 

（2）区の配置 

 
 

8．階級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6畦

1畦

2畦

3畦

4畦

5畦

鶏糞区①

鶏糞区②豚糞区②

豚糞区① 慣行区①

慣行区②

Ｓ Ｍ ＬＭ L ２Ｌ ３Ｌ

40～70ｇ未満 70～90ｇ未満 90～120ｇ未満 120～180ｇ未満 180～260ｇ未満 260～350ｇ未満

※外品は40g未満・変形・裂開・グリーン・粗皮・そうか病・腐敗・空洞
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9．調査結果 

（1）生育期節 

 

（2）土壌分析                   8月 30 日収穫後の採土分析 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交換性カリウム 交換性マグネシウム 交換性カルシウム CEC リン酸吸収係数 腐植

mg/100g mg/100g mg/100g meq/100g %

慣行区① 5.85 22.0 142 11.3 941 4.51

慣行区➁ 4.89 24.6 146 11.3 1020 4.55

鶏糞区① 3.94 23.7 158 12.6 960 4.48

鶏糞区➁ 2.14 21.5 154 12.6 922 4.51

豚糞区① 2.89 19.2 146 10.8 941 4.48

豚糞区② 4.61 21.5 154 11.6 941 4.44

区分
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（3）生育・収量調査 

 

 

① pHは、慣行区より鶏糞・豚糞区の方が高い傾向にあった。 

② アンモニア態窒素は、慣行区及び豚糞区②では 5mg/100g 以上の数値を示し

た。 

③ 総収量（重量）は慣行区が一番多く、個数は規格外品が多かった鶏糞区が他区

と比較して多い傾向にあった。 

尚、個数において豚糞区と慣行区で大きな差はなかった。 

④ 規格内収量は慣行区が多いものの、規格外品の少ない豚糞区も良好。 

⑤ 上芋収量は、慣行区、豚糞区、鶏糞区の順に高い傾向にあった。 

また、10aあたり算出結果においての総収量（個）に対する上芋収量（個）比

率は、慣行区 51％・豚糞区 46％・鶏糞区 38％の算出結果が出ることから慣
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行・豚糞区で栽培された芋の約半分は上芋と受け取れる結果だった。 

⑥ デンプン価は、豚糞区、慣行区、鶏糞区の順に高い傾向にあった。 

 

10．考察 

総収量は、豚糞区、鶏糞区とも慣行区には及ばなかった。 

鶏糞区は総収量が多かったものの規格外・S・M品の割合が多く小芋傾向、対して豚

糞区では総収量は劣るものの LM以上の規格品収量が多かった。 

尚、慣行区・豚糞区・鶏糞区の順に平均１個重量が低くなっており、規格外の小芋が

多くなる傾向があった。 

 

試験コンセプトの化学肥料代替面（主に窒素）では、鶏糞・豚糞の窒素肥効率を 20％

と想定し窒素化学肥料の 20%を代替設計で臨んだ今年度の結果から、鶏糞より豚糞の

方が肥料代替効果を期待できる可能性が示唆された。 

鶏糞は尿酸が多く含まれているため無機化が速く、豚糞は鶏糞より緩効的に無機化さ

れる傾向があることからも豚糞の方が生育期まで窒素肥効が持続し、窒素吸収量が多

かったと推察される。そして、慣行区はいずれの試験区もアンモニア態窒素が残り、

豚糞区も片方の区ではアンモニア態窒素が残存していたことから豚糞の窒素肥効も生

育後半まで有効な可能性があった。 

今年度は平年に比べ、気温が高かったため無機化が進み想定（肥効率）の 20％を上

回った可能性があることから、次年度以降（計 3年試験予定）は環境要因も加味しつ

つ想定（肥効率）の妥当性も検討したい。 

 

以上から、初年度段階では初期成育が種芋の養分だけで育つ特性を考慮すると窒素

無機化面で緩効性の強い豚糞の方が鶏糞に比べ芋の肥大期と相性が良かったのではな

いかと思う。 
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収量調査時撮影（8月 30日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慣行区➀            慣行区② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶏糞区➀            鶏糞区② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豚糞区➀            豚糞区② 
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